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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、２
０
２
０
年
の
新
春
を
晴
れ
晴

れ
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
令
和
」と
い
う
新
し
い
時
代
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。こ
の
令
和
の
言

葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
の
よ
う
に
、

人
々
が
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、美
し

い
文
化
や
希
望
の
花
が
た
く
さ
ん
咲

き
誇
る
時
代
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
発
生
し
た
台
風
第

19
号
に
よ
り
、市
内
各
地
で
は
住
宅

や
道
路
、農
地
な
ど
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
は
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、引
き
続
き

国
や
県
と
連
携
し
、一
日
も
早
い
復

旧
に
向
け
た
対
策
を
最
優
先
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、私
が
登
米
市
政
の
信
託
を

い
た
だ
い
て
か
ら
、早
く
も
４
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、老
朽
化
に
伴
い
、新
た
に

建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
た
ほ
か
、県
内

最
大
級
の
６
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
を
備

え
た
高
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
、本

市
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に
伝
え
、

観
光
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
登

米
懐
古
館
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、ニ
ッ
ケ
機
械
製
作
所
様
や

牧
野
精
工
様
の
市
内
へ
の
立
地
が
決

定
す
る
な
ど
、企
業
誘
致
の
促
進
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、ボ
ー
ト
競
技
の
振
興
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ボ
ー
ト
競
技
事

前
合
宿
国
の
誘
致
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、本
年
７
月
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
ボ
ー
ト
チ
ー
ム
が
長
沼

ボ
ー
ト
場
に
お
い
て
、事
前
合
宿
を

行
う
こ
と
が
決
定
す
る
な
ど
、地
域

の
活
力
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
形
と
な
っ
て
き
た
も
の
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
本
市
の
財
政
状
況
は
、歳

入
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交

付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
減
少

に
よ
り
、さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
各
種
事
業
の
見
直

し
や
さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
な
ど
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
み
、持
続
可
能
な
財

政
運
営
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
積
極
的
な
見
直
し
や
改

革
と
と
も
に
、行
政
運
営
の
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
第
二
次
登
米

市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
に
あ

り
ま
す「
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

豊
か
な

自
然　

住
み
た
い
ま
ち　

と
め
」の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
政
策
を

柱
に
、豊
か
な
自
然
と
調
和
の
と
れ

た
生
活
環
境
の
中
で
、誰
も
が
夢
や

希
望
で
笑
顔
に
満
ち
あ
ふ
れ
、「
登
米

市
に
住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
み
た

い
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、市

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

Oikawa Masanori

議
長及川昌憲 市

長熊谷盛廣
Kumagai Morihiro
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心
静
か
に
年
が
明
け
、心
静
か
に

新
年
の
計
を
立
て
る
新
春
の
令
和
の

朝
を
迎
え
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、清
々
し

く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
干え

支と

は「
庚か

の
え

子ね

」で
す
。

「
庚
」は
象
形
文
字
で
、植
物
が
成
長

し
、新
た
な
形
に
変
化
し
よ
う
と
す

る
様
子
か
ら
来
て
い
ま
す
。「
子
」は

も
ち
ろ
ん
十
二
支
の
一
番
目
、新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。19
年
ま

で
に
蓄
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、違
う

形
に
進
化
さ
せ
、新
し
い
ス
テ
ー
ジ

へ
と
突
入
す
る
。今
年
は
そ
の
よ
う

な
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り

変
わ
り
ま
し
た
。地
方
自
治
・
生
活

の
在
り
方
は
時
代
の
大
き
な
潮
流
の

中
に
あ
り
、主
体
性
を
し
っ
か
り
持

ち
、対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
、地
方
は
、少
子
高
齢
化
と
多
様

な
災
害
へ
の
対
応
と
い
う
ダ
ブ
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

縮
小
社
会
へ
と
進
む
中
、雇
用
、子
育

て
支
援
、教
育
の
充
実
を
図
り
、医
療
、

介
護
、福
祉
、暮
ら
し
と
命
の
安
全
を

し
っ
か
り
整
え
、つ
な
い
で
い
く
か

が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

平
成
史
に
お
い
て
、私
た
ち
の
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
誕
生
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
登
場
、Ａ
Ｉ
の
発
達
、そ
し
て
こ
れ

ら
を
駆
使
し
た
産
業
の
確
立
。人
工

知
能
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
ん

ど
ん
人
間
の
仕
事
に
置
き
換
え
ら
れ

て
き
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、生
身
の

人
間
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
仕
事
と

は
何
か
が
今
問
わ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
、ゼ
ロ
成
長
と
い
っ
た

乏
し
い
資
源
制
約
の
も
と
で
、当
時

の
先
進
国
水
準
に
劣
ら
ぬ
都
市
生

活
基
盤
を
整
え
、成
熟
し
た
社
会
を

実
現
し
た
江
戸
時
代
。そ
の
時
代
に

「
連
」と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
、階
級
、職
業
の
人
が
集
ま

り
、具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
創
造

活
動
を
行
う
。多
様
で
豊
か
な
情
報

を
受
け
取
り
、人
と
同
一
化
せ
ず
、人

と
無
関
係
に
も
な
ら
な
い
。そ
し
て
、

常
に
人
や
他
の
グ
ル
ー
プ
に
開
か
れ

て
い
る
。こ
う
い
っ
た
無
数
の「
連
」

が
江
戸
の
多
様
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。登
米
市
の

未
来
カ
ル
テ
を
描
き
な
が
ら
、令
和

の
時
の
積
み
重
ね
は
、ま
さ
に
こ
こ

に
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
自
ら
力
」に

よ
る
社
会
づ
く
り
、地
域
の
特
徴
を

積
極
的
に
引
き
出
す
地
方
創
生
の
取

り
組
み
で
す
。

　

登
米
市
議
会
も
、こ
の「
連
」を
大

切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。志
を
共
有

す
る
仲
間
と
の
連
な
り
の
中
で
、多

様
な
考
え
や
感
性
を
、対
話
を
通
し

て
ぶ
つ
け
合
い
、新
し
い
価
値
を
生

み
出
す
。登
米
市
議
会
も
そ
ん
な

「
連
」で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
「
令
和
」の
趣
旨
を
英
語
で
は「
Ｂ

ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ 

Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ

ｎ
ｙ
（
美
し
い
調
和
）」と
表
し
ま
す
。

　

自
然
、文
化
、歴
史
、産
業
が
そ
れ

ぞ
れ
調
和
し
な
が
ら
、登
米
市
は
15

年
の
時
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
現
在
と
未
来
に
責
任
を
持
つ
議
会
」

と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
未
来
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
、自
ら
の「
改
革

と
挑
戦
」を
追
求
し
続
け「
現
在
」の

横
糸
に
、「
未
来
」の
縦
糸
を
紡
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、新
し
い
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、光
り
輝
く
素
晴
ら

し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

New Year's Message Mayor & Chairperson
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　市PR動画「登米無双」をきっかけに本市と交流を続
ける大阪府堺市立金岡南小学校の５年生から、令和元
年台風第19号の被災者に向けた復興応援メッセージ入
りの手紙が届きました。
　手紙には「台風に負けないで頑張ってください」「休
業していたもくもくハウスが再開したと聞いてうれし
いです」など、189人の児童一人一人の思いが込められ
ています。メッセージを読んだ道の駅津山「もくもくハ
ウス」の西條孝

こう

一
い ち

駅長は「縁あって大阪の子どもたちか
らメッセージをいただき、本当にありがたい。復興の励
みになります」と児童たちの優しさに頬を緩めました。

応援メッセージは、金岡南小児童が絵を織り交ぜながら丁寧に
作成。現在は、道の駅津山「もくもくハウス」に展示しています。

　「ハロウィンdeナイトミュージアム～謎解きでお菓
子を手に入れよう～」は10月31日、市歴史博物館で開か
れ、思い思いの仮装をした参加者が夜の博物館でハロ
ウィンの思い出をつくりました。
　ナイトミュージアムは、昨年まで夏に開催していま
したが、今年は初の秋開催。参加者は博物館の敷地内に
設置された９つの謎に挑戦し、全て解いた人にはお菓
子がプレゼントされました。参加した湖

こすい

孝
こ う

龍
りゅう

君＝米谷
小２年＝は「難しい謎もあったけど、友達と相談しなが
ら全部解けました。お菓子がもらえてうれしかったで
す」と目を輝かせていました。

いつもとは違う夜の博物館の雰囲気の中で謎解きを楽しみ、お
菓子をもらった子どもたちは喜びの声を上げていました。

　本年度最後の開催となった「第４回登米市女性会議」
は11月１日、市役所迫庁舎で開かれ、市内で生活する子
育て世代の女性委員10人が意見を交換しました。
　まちづくり政策フォーラムの足立千

ち

佳
か

子
こ

理事がコー
ディネーターを務め、委員は若者定住や働く女性の支
援、子どもの学力向上などのテーマに沿った提案をグ
ループごとに発表しました。金野千

ち

明
あき

さん（39）＝津山
町横山９区＝は「誰もが登米市の今や未来に、すてきな
考え方を持っていることを知りました。話し合えたこ
とがいつか実現できれば、もっといいまちになると思
います」と今後のまちづくりに期待を込めました。

意見を出し合う女性委員。グループごとに内容を取りまとめ、長
倉理

り

恵
え

委員長が報告書を熊谷盛
も り

廣
ひ ろ

市長に提出しました。
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参加者は、ジェスチャーやアイコンタクトなどを交えたコミュニ
ケーションで、互いに心を通わせ合いました。

　中国人大学生80人が11月16、17の両日、市内19世帯の
農家に宿泊し、ファームステイを体験しました。
　ファームステイは、中国人大学生と市民が親睦を深
め、友好の促進を目的に開催。金澤寛

ひろし

さん（69）＝石越町
第十一＝宅には、北京体育大学の４人が宿泊し、餅つき
を体験したり、お互いの文化について話したりしまし
た。中国人大学生の楊

ヨウ

果
カ

さん（24）は「餅つきは初めての
経験。つきたての餅は柔らかくて、とてもおいしかった
です。中国では国が土地を管理しているので、山を個人
で所有していると聞いて驚きました。文化の違いが新
鮮で勉強になります」と異文化交流を楽しみました。

　自治体などが制作したＣＭ作品を紹介する「2019みや
ぎふるさとＣＭ大賞発表審査会」（東日本放送主催）が11
月20日、仙台市の太白区文化センターで開かれました。
　ＣＭ大賞は、東日本放送が 2002年から毎年開催して
おり、今年は30市町村から31作品が応募されました。本
市からは、浅井洋

ひろ

幸
ゆ き

さん（36）＝迫町鉄砲丁＝が「百聞は
一見にしかずin 登米」と題した作品を制作し、出品。作
品には、「登米市の素晴らしい景観を実際に見に来てほ
しい」という思いが込められています。審査では、構成
などで高い評価をいただきました。審査会の模様は、１
月３日午後４時から東日本放送で放映する予定です。

審査会には、ＣＭを制作した浅井さんが出席。壇上では、司会を
務めた本間秋

あ き

彦
ひ こ

さんに作品に込めた思いを話しました。

　ジャパンラグビートップリーグの「キヤノンイーグ
ルス」の選手４人が11月９日、迫中江中央公園を訪れ、
市内を拠点に活動するスポーツ少年団の「佐沼プラタ
ナスJ

ジュニア

r」や近隣ラグビースクールの児童、佐沼高校のラ
グビー部員など約70人と交流しました。
　参加者は、選手からボールのパス回しやキック、タッ
クルなどにアドバイスを受けながら、心地良い汗を流
しました。佐沼プラタナスJrの北浦大

だい

地
ち

君＝中津山小
４年＝は「選手の体の大きさ、動作の全てがとてもすご
くて驚きました。将来は、イーグルスの選手のように活
躍できる選手になりたい」と力強く話しました。

湯澤奨
しょう

平
へ い

選手は「楽しんだ分だけ強くなれます。楽しさを忘れ
ず、将来の日本代表を目指してほしい」とエールを送りました。
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令
和
元
年
度
の
市
政
功
労
者
表
彰
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
、県
文
化
の
日

表
彰
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

11
月
３
日（
日
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
日
下
俊（
中
田
）▼
星
昭
男（
迫
）▼
鈴

木
曻（
迫
）▼
岩
渕
浩（
迫
）▼
佐
藤
明

（
登
米
）▼
浅
野
盛
志（
中
田
）▼
佐
々
木

末
雄（
豊
里
）▼
中
山
美
彥（
米
山
）▼
工

藤
貞
夫（
石
越
）

◉

▼
高
橋
敏
子（
迫
）▼
伊
藤
多
恵
子（
迫
）

▼
千
葉
洋
子（
東
和
）

◉▼
髙
橋
信
子（
迫
）

◉▼
小
野
史
郎（
中
田
）▼
佐
々
木
義
郎

（
豊
里
）▼
阿
部
敏
光（
豊
里
）▼
千
葉
克

彥（
米
山
）▼
齋
藤
幸
子（
迫
）

◉▼
佐
藤
勇
二（
東
和
）▼
飯
塚
文
彦（
中

田
）▼
佐
藤
誠（
迫
）▼
佐
藤
芳
則（
中

田
）▼
佐
々
木
幹
也（
豊
里
）▼
佐
々
木

仁（
豊
里
）▼
二
階
堂
誠
弥（
迫
）▼
石
川

陽
市（
迫
）▼
遠
山
博
徳（
登
米
）▼
阿
部

正
明（
東
和
）▼
佐
々
木
栄
夫（
中
田
）▼

鮱
名
辰
治（
中
田
）▼
阿
部
重
直（
中
田
）

▼
関
豊（
中
田
）▼
伊
藤
仁
一（
豊
里
）

▼
伊
藤
祐
悦（
豊
里
）▼
橋
本
匡（
米
山
）

▼
細
川
満
弘（
米
山
）▼
渡
邉
弘（
石
越
）

▼
田
代
洋
幸（
南
方
）▼
及
川
仁
志（
南

方
）▼
阿
部
賢
二（
迫
）▼
佐
々
木
逸
光

（
迫
）▼
佐
藤
健
太
郎（
迫
）▼
後
藤
勝

（
迫
）▼
髙
橋
尋（
迫
）▼
武
山
鉄
也（
迫
）

▼
芳
賀
秀
二（
登
米
）▼
秋
葉
和
宏
（
東

和
）▼
沼
倉
弘
治（
中
田
）▼
千
葉
晃（
中

田
）▼
沼
倉
隆
光（
中
田
）▼
石
川
寿
規

（
中
田
）▼
菅
原
伸
也（
中
田
）▼
千
葉
孝

幸（
中
田
）▼
狩
野
昌
之（
中
田
）▼
羽
生

信
彦（
中
田
）▼
及
川
勝（
中
田
）▼
佐
藤

英
明（
中
田
）▼
猪
又
勝
浩
（
中
田
）▼

佐
藤
武
彦（
中
田
）▼
大
内
雅
弘（
中
田
）

▼
佐
藤
正
徳（
中
田
）▼
加
美
山
政
彦

（
豊
里
）▼
細
川
亨（
豊
里
）▼
佐
々
木
延

幸（
豊
里
）▼
沼
辺
力
也（
豊
里
）▼
亀
山

信
一（
豊
里
）▼
大
森
健
広（
豊
里
）▼
武

山
智
幸（
豊
里
）▼
伊
藤
淳（
豊
里
）▼
髙

橋
稔（
豊
里
）▼
佐
々
木
寿（
豊
里
）▼
齊

友
和（
米
山
）▼
浅
田
智
光（
米
山
）▼
千

葉
誠（
米
山
）▼
髙
橋
満
行（
石
越
）▼
小

野
寺
章（
石
越
）▼
田
口
桂（
南
方
）▼
高

橋
理
顕（
南
方
）▼
高
橋
隆
元（
南
方
）▼

西
條
浩（
津
山
）▼
阿
部
大
輔（
津
山
）▼

阿
部
盛
一（
津
山
）▼
佐
々
木
和
行（
津

山
）▼
小
野
寺
聖（
津
山
）

◉▼
伹
木
良
子（
迫
）▼
白
石
英
樹（
中
田
）

▼
髙
城
け
い
子（
豊
里
）▼
高
橋
ま
き
子

（
豊
里
）▼
髙
橋
と
も
子（
豊
里
）▼
秋
山

信（
東
和
）11

月
３
日（
日
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
千
葉
栞
里（
中
田
中
）▼
髙
橋
あ
い

（
佐
沼
高
）▼
髙
橋
彩
花（
佐
沼
小
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
筝
曲
部

◉▼
千
葉
一
路（
上
沼
小
）▼
八
谷
彩
華

（
佐
沼
高
）▼
佐
々
木
仁
楠（
佐
沼
小
）▼

本
間
琴
音（
佐
沼
小
）

◉▼
佐
沼
小
学
校
合
唱
隊
▼
佐
沼
小
学
校

◉▼
千
葉
太
喜（
上
沼
小
）▼
佐
藤
日
和

（
登
米
中
）▼
佐
瀬
唯
琴（
米
岡
小
）▼

佐
々
木
綺
斗（
仙
台
大
）▼
千
葉
真
翔

（
米
岡
小
）▼
及
川
彩
星（
南
方
小
）▼
菅

▼
及
川
祐
宏（
迫
）▼
島
陰
輝
夫（
米
山
）

▼
熊
谷
敏
明（
迫
）▼
千
葉
政
典（
豊
里
）

▼
佐
藤
仁
夫（
米
山
）▼
千
葉
正
幸（
米

山
）▼
佐
々
木
啓（
米
山
）▼
後
藤
敏（
石

越
）▼
杉
岡
光
雄（
石
越
）▼
千
葉
芳
照

（
石
越
）▼
菊
地
雅
幸（
石
越
）▼
土
生
浩

也（
石
越
）▼
高
橋
功（
南
方
）▼
田
口
久

義（
南
方
）▼
浅
井
亮
喜（
南
方
）▼
伊
藤

忠
市（
迫
）▼
星
孝
司（
米
山
）

◉▼
後
藤
昌
信
（
登
米
）▼
佐
藤
毅
（
東

和
）▼
大
内
泰
弘（
東
和
）▼
後
藤
忠
孝

（
東
和
）▼
小
野
寺
敏
章（
東
和
）▼
春
日

眞
喜（
東
和
）▼
野
村
登
喜
治（
豊
里
）▼

渡
邊
昭
夫（
米
山
）▼
佐
々
木
正（
米
山
）

▼
工
藤
邦
生（
石
越
）

◉

原
朱
莉（
加
賀
野
小
）▼
北
浦
心
太（
中

田
中
）▼
及
川
彪
我（
南
方
小
）▼
佐
々

木
謙
伍（
米
山
東
小
）▼
三
塚
怜
和（
中

田
中
）▼
佐
々
木
優
介（
中
田
中
）▼
阿

部
悠
翔（
佐
沼
小
）▼
菅
原
悟（
石
森
小
）

▼
西
村
禄
朗（
浅
水
小
）▼
保
科
希
咲

（
加
賀
野
小
）▼
熊
谷
煌
羽（
加
賀
野
小
）

▼
鈴
木
夏
至（
加
賀
野
小
）▼
浅
野
莉
来

（
聖
和
学
園
高
）▼
千
枝
紘（
佐
沼
中
）▼

遠
藤
健
太
（
中
田
）

◉▼
球
愛
会
▼
東
和
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部

◉▼
及
川
菜
々
子（
石
越
中
）▼
伊
藤
圭

汰（
新
田
中
）▼
吉
野
英
雄（
東
和
）▼

亀
卦
川
達
郎（
東
和
）▼
吉
野
睦
子（
東

和
）▼
千
田
正
幸（
迫
）▼
石
川
巳
代
子

（
迫
）▼
川
嶋
太
一（
登
米
小
）▼
秋
山
心

音（
登
米
小
）▼
久
須
田
剛（
米
山
）▼
久

須
田
正（
米
山
）▼
豊
原
拓
真（
米
山
東

小
）▼
菅
原
莉
子（
加
賀
野
小
）▼
羽
生

皐（
浅
水
小
）▼
及
川
倖
太
郎（
登
米
高
）

▼
千
葉
温
太（
中
田
中
）▼
菊
田
進
太
朗

（
佐
沼
小
）▼
佐
々
木
駿
介（
中
田
中
）▼

菊
地
由
佳（
加
賀
野
小
）▼
髙
橋
葵（
中

田
中
）▼
猪
又
輝
瑠（
東
和
中
）▼
後
藤

伶
奈（
東
和
中
）▼
石
川
昂
潤（
新
田
小
）

▼
石
川
愛
怜（
新
田
小
）▼
門
脇
晴
也

（
米
山
中
）▼
藤
原
陵
介（
南
方
中
）▼
及

川
優
花（
仙
台
大
）▼
菅
原
麻
未（
迫
）▼

佐
々
木
明
日
香（
青
山
学
院
大
）▼
高
橋

瑞
希（
福
島
大
）▼
武
川
裕
奈（
佐
沼
中
）

▼
保
科
奏
希（
加
賀
野
小
）▼
保
科
伶
哉

（
加
賀
野
小
）▼
高
田
劉
汐（
佐
沼
中
）

▼
安
達
海
葵（
佐
沼
小
）▼
武
川
史
穏

（
佐
沼
中
）▼
三
上
瑛
大（
中
田
中
）▼
菅

原
侑
奈（
佐
沼
高
）▼
片
倉
瑞
葵（
佐
沼

高
）▼
小
泉
宗
士（
佐
沼
高
）▼
千
葉
悠

正（
佐
沼
高
）▼
渡
邊
幸
羽（
中
津
山
小
）

▼
菅
原
楽
久（
中
津
山
小
）▼
千
葉
咲
笑

（
東
郷
小
）▼
小
野
寺
里
菜（
上
沼
小
）▼

及
川
陸（
登
米
高
）▼
富
士
原
澪
寿（
登
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米
高
）▼
石
井
星
那（
登
米
高
）▼
小
嶋

心
咲（
登
米
高
）▼
佐
藤
稜（
登
米
高
）▼

平
山
星
明（
登
米
高
）▼
高
橋
萌（
登
米

総
合
産
業
高
）▼
成
澤
勇
斗（
古
川
工
業

高
）

◉▼
佐
沼
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
▼
和

道
会
は
さ
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
▼
佐
沼

高
等
学
校
ボ
ー
ト
部
▼
登
米
高
等
学
校

カ
ヌ
ー
部
▼
登
米
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部

▼
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
部

◉▼
後
藤
十
九
二（
登
米
）

◉▼
千
葉
勝
男（
迫
）▼
高
橋
正
子（
迫
）▼

菅
原
初
雄（
中
田
）

11
月
８
日（
金
）

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

◉▼
佐
藤
尚
哉（
中
田
）

◉▼
猪
股
研（
石
越
）

◉▼
佐
藤
佳
世
子（
迫
）

◉▼
關
嘉
基（
迫
）

◉▼
髙
橋
利
光（
登
米
）

◉▼
熊
谷
英
夫（
南
方
）▼
佐
々
木
繁
己

▼
澁
谷
直
輝（
東
郷
小
）▼
千
葉

真
菜
香（
佐
沼
小
）▼
澁
谷
一
志（
東
郷

小
）

◉

▼
伊
藤
あ
か
り（
新
田
小
）／
き

ら
き
ら
と 

ほ
た
る
か
が
や
く 

登
米
の

水

▼
鈴
木
真
斗（
加
賀
野
小
）▼
門

脇
心（
新
田
小
）▼
髙
橋
亜
沙
香（
西
郷

小
）

◉

▼
清
野
凛（
加
賀
野
小
）／
水
と

い
っ
し
ょ▼

佐
藤
あ
ま
ね（
南
方
小
）

◉

▼
林
心
美（
加
賀
野
小
）／
水
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と

▼
大
形
紗
香（
加
賀
野
小
）

※
受
賞
作
品
は
水
道
事
業
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

水
道
事
業
所
水
道
管
理

課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

（
豊
里
）▼
佐
藤
記
一（
東
和
）▼
田
村
信

雄（
豊
里
）▼
新
田
一
久（
米
山
）

◉▼
須
藤
健
治（
中
田
）

◉

▼
石
澤
姫
華（
新
田
小
）

▼
佐
々
木
舞
羽（
加
賀
野
小
）▼

髙
山
凜
花（
新
田
小
）▼
佐
藤
七
海（
米

山
東
小
）

◉

▼
石
塚
楓
菜（
豊
里
中
）

▼
小
田
嶋
知
恵
里（
米
山
中
）▼

栗
原
縁（
米
山
中
）▼
服
部
愛（
米
山
中
）

◉

▼
千
葉
心
璃
愛（
米
谷
小
）

▼
千
葉
虹
和（
南
方
小
）▼
伊
藤

飛
翔（
新
田
小
）▼
野
家
優
紗（
加
賀
野

小
）

◉

▼
佐
々
木
仁
楠（
佐
沼
小
）

　

市
水
道
事
業
所
は「
第
61
回
水
道
週

間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。図
画
、

習
字
、標
語
、作
文
の
部
で
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、市
内
の
小
中
学
生
か
ら

６
５
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
秀
な
作
品
を
、日
本
水

道
新
聞
社
主
催
の
水
道
週
間
協
賛
懸

賞
募
集
に
出
品
。作
文
の
部
で
清
野
凛

さ
ん（
加
賀
野
小
）の
作
品「
水
と
い
っ

し
ょ
」が
入
選
し
ま
し
た
。市
コ
ン
テ
ス

ト
の
受
賞
者
は
、次
の
通
り
。

◉

▼
佐
藤
美
空（
米
山
東
小
）

▼
佐
々
木
結
愛（
佐
沼
小
） ▼
千

葉
愛
華（
米
谷
小
）▼
宮
本
大
雅（
錦
織

小
）

112233

44

55

66
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交
通
安
全
・
防
犯
指
導
隊
、消
防

団
の
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

■

１
月
11
日（
土
）午
前
10
時

30
分
〜

中
田
総
合
体
育
館

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

１
月
12
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

観
閲
行
進
、式
典
、一
斉
放

水
な
ど

◉
出
初
式
開
催
の
た
め
、午
前
７

時
20
分
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。火
災
な
ど
と
間
違
わ
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◉
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
前
の
市
道

は
、午
前
８
時
50
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

◉
当
日
は
、災
害
時
対
応
の
た
め
、

各
町
域
に
団
員
が
待
機
し
ま
す

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

市
は
、令
和
２
〜
６
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る「
第
二
期
登
米
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
、計
画
案
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

第
二
期
登
米
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画（
案
）

▼
福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
南
方
庁
舎
１
階
）▼
各

総
合
支
所
市
民
課
▼
各
公
立
児
童

館
・
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
▼
各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
▼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【

▼
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
▼
任
意
の

様
式
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
の
上
、福
祉
事
務
所

子
育
て
支
援
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い

１
月
24
日（
金
）

▼
意
見
は
計
画
を
作
成

す
る
際
の
参
考
に
し
ま
す
▼
個
人

が
特
定
さ
れ
な
い
形
で
、意
見
の

要
旨
な
ど
を
公
表
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
▼
い
た
だ
い
た
意
見
に
個

別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん 

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
登
米
市

南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

死kosodateshien@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

飲
料
水（
酒
・
ビ

ン
類
を
除
く
）の
自
動
販
売
機（
災

害
救
援
対
応
型
）

公
募
抽
選

▼
迫
中
江
中
央
公
園

▼
迫
萩
洗
公
園
▼
中
田
か
が
の
公

園
▼
迫
鹿
ヶ
城
公
園（
各
１
台
）

令
和
２
年
４
月
１
日

〜
令
和
４
年
３
月
31
日

必
要
書
類（
仕
様
書
、

申
込
書
な
ど
）を
建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
中
田
庁
舎
２
階
）で
受

け
取
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、募
集
内

容
を
確
認
の
上
、参
加
申
込
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）

１
月
31
日（
金
）建

設
部
住

宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

１
月
12
日（
日
）午
後
１
時

（
午
前
11
時
30
分
か
ら
受
付
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、❶
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
ま
た
は
❷
令
和
元
年
９
月
１

日
現
在
、市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
❶
❷
以
外
で
成
人
式
に
出
席
を

希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す

※
式
当
日
は
、送
付
さ
れ
た
案
内

状
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。案
内

状
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８
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東
京
23
区
に
在
住
、通
勤
し
て

い
る
人
が
、Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
本

市
に
移
住
し
た
場
合
、「
移
住
支
援

金
」を
交
付
し
ま
す
。移
住
を
検
討

中
の
人
に
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
単
身
移
住
＝
60
万
円

▼
世
帯
移
住
＝
１
０
０
万
円

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
❶
登
米
市
に
転
入
す
る
直
前

に
、東
京
23
区
に
在
住
、通
勤（
直

近
５
年
以
上
）❷
平
成
31
年
４
月

１
日
以
降
に
登
米
市
に
転
入
❸

「
み
や
ぎ
移
住
ガ
イ
ド
」に
掲
載
さ

れ
て
い
る
対
象
求
人（
在
宅
介
護

セ
ン
タ
ー
登
米﹇
ア
サ
ヒ
ク
リ
ー

ン
﹈／
り
ぷ
ら
す
／
登
米
精
巧
／

菅
原
興
業
／
マ
ル
ニ
食
品
／
み
ん

な
の
家
／
ハ
ウ
ス
サ
プ
ラ
イ
セ
ン

タ
ー
）に
新
規
就
業
、ま
た
は
県
の

「
み
や
ぎ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
起
業
支

援
補
助
金
」の
交
付
決
定
者
❹「
み

や
ぎ
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
登
録
し
て
い
る
こ
と

※
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

企
画
部
企
画
政
策

課（
移
住
・
定
住
促
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

市
は
、令
和
２
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課

程
・
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期
大

学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
条
件
全
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内
在

住
で
、生
計
の
基
礎
が
市
内
に
あ

り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
学

力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成
績
が

学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た
は
成

績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の
人
▼

家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
在
住
で
、学
資

支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

１
月
６
日（
月
）〜
２

月
19
日（
水
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
受
け
付
け
）

※
各
奨
学
金
の
重
複
応
募
は
で
き

ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
令
和
２
年
３
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書
❷
学

校
長
推
薦
書
❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
／
学
校
が
発
行
す
る
も
の

で
も
可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全

員
の
も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）

❺
令
和
元
年
度
納
税
証
明
書（
世

帯
全
員
分
・
連
帯
保
証
人
分
）❻
平

成
30
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入
が

分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記
載

が
あ
る
所
得
証
明
書
な
ど

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

新
た
な
発
想
に
よ
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
、革
新
的
な
視
点
で

高
い
市
場
想
像
力
を
持
つ
新
事
業

の
プ
ラ
ン
作
り
に
つ
い
て
、「
新
た

な
視
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
む
第
二
創
業
」を
テ
ー
マ
に

「
東
北
大
学
経
営
セ
ミ
ナ
ー
in
登

米
」を
開
催
し
ま
す
。

１
月
21
日（
火
）午
後
３
時

〜
５
時

宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

（
横
江
寛ひ

ろ

明あ
き

氏﹇
横
江
コ
ン
ク
リ
ー

ト
代
表
取
締
役
﹈、只
見
直な

お

美み

氏

﹇
只
見
工
業
所
代
表
取
締
役
﹈）に

よ
る
第
二
創
業
事
例
発
表
・
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
＝
藤
本
雅ま

さ

彦ひ
こ

氏（
東
北
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
・
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
長
）50

人無
料

産
業

経
済
部
産
業
連
携
推
進
課（
産
業

連
携
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９
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■
　市役所迫庁舎で11月20日、社会資本整備に不可欠
な民間の創意工夫などを活かし、公民連携による登
米市らしい持続可能なまちづくりを実現するため、
産学官金の関係者で構成する「登米市公民連携地域
プラットフォーム」を設置しました。
　今後、プラットフォームでは、公共施設の適正配置
やまちづくりのための公民連携事業などについて協
議を進めていきます。

■
　第17回「地域活性化PFIフォーラム」（とうほく
PPP・PFI協会（仙台市）、市主催）は11月26日、登米祝
祭劇場で開かれ、民間企業や地域住民など約260 人
が参加しました。

　今回のフォーラムは、「登米市の新しいまちづく
り」がテーマ。同協会の風見正

しょう

三
ぞ う

会長が「コモンズの
視点による持続可能なまちづくり」と題して講演し
ました。講演後は、地域資源を生かした活動を展開す
る法人「IORI倶楽部」（福島県三島町）の金

かね

親
お や

丈
た け

史
し

事
務局長と、ディスプレイデザイン会社「船

せん

場
ば

」（東京
都）の小西龍

たつ

人
ひ と

クリエイティブディレクターが先進
事例を紹介。協会の川村巖

いわお

専務理事がモデレーター
となり、ワーキンググループが新しい登米市のまち
づくりを提案しました。提案内容は、市公式ホーム
ページに掲載しています。

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091  0220（22）3328
〒987-0511 登米市迫町佐沼字中江２―６―１
死somu-somu@city.tome.miyagi.jp

■◉
諸
証
明
の
発
行
、転
入
・
転
出
な

ど
異
動
の
届
け
出
は
で
き
ま
せ
ん

◉
出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け
出

は
、日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市
民

課（
地
域
振
興
係
）

■

各
市
立
病
院
・
診

療
所

■

登
米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

■◉
期
間
中
は
、ご
み
集
積
所
へ
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

■

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

■

◉
１
月
２
日（
木
）、３
日（
金
）は

休
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す

企
画
部
市
民
協
働

課（
地
域
振
興
係
）  

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
地
域
振

興
係
）

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

■

市
民
プ
ー
ル

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

■◉
薫く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
長
期
休
館

し
ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

　
「
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２

期
）」の
期
間
は
、小
学
校
就
学
前

の
１
年
間
で
す
。忘
れ
ず
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

３
月
31
日（
火
）

接
種
期
間
内
の
予
防

接
種
費
用
は
無
料（
市
が
配
布
し

た
予
診
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

市
は
、が
ん
治
療
の
副
作
用
な

ど
で
外
見
の
変
化
に
悩
む
精
神
的

負
担
を
軽
減
し
、療
養
生
活
と
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
、医
療

用
ウ
イ
ッ
グ
の
購
入
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。市

内
に
住
所
が
あ
り
、

が
ん
治
療
を
受
け
た
人
、ま
た
は

受
け
て
い
る
人令

和
元
年
度
内
に
購

入
し
た
全
頭
用
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ

購
入
費（
上
限
３
万
円
）

※
毛
髪
付
き
帽
子
な
ど
は
対
象
外

▼
助
成
金
交
付
申
請

書
▼
ウ
イ
ッ
グ
の
購
入
に
係
る
領

収
書
▼
が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
書
類
な
ど

３
月
31
日（
火
）市

民
生

活
部
健
康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

㊌
 ☎

㊍
 ☎

㊎
 ☎

㊋
 ☎

  ◉
  

  ☎

㊌ ☎

☎

☎

㊍
☎

☎

☎

㊎
☎

☎

☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

❶
 ▶

❷
 ▶
　
　

☎
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迫
　「新田剣道祭」（新田剣友会ほか主催）は10月20日、新田
小学校体育館で開かれ、新田小・中学生や卒業生など35人
が、交流しながら練習の成果を競いました。
　剣道祭は、剣道の振興と地域の親睦を深めることが目的。
剣道体験、居合演武、合同稽古、紅白戦が実施され、体験会で
は剣道の基本動作を学び、紅白戦では保護者から大きな声
援が送られました。試合は手に汗握る熱戦で、会場は大いに
盛り上がり、世代を超えて親睦を深めました。

登米
　「登米幼稚園・前小路町内会消防訓練」（登米幼稚園、前
小路町内会主催）は11月19日、登米幼稚園で開かれ、園児
と地域住民40人が参加しました。
　消防訓練は、空気が乾燥して火災が多くなる冬の季節
に、火災時の安全な避難経路の確保や地域と幼稚園の連携
を強化することが目的。参加者は、避難訓練、消火訓練、煙
体験、心肺蘇生法の訓練などに取り組み、連携を確認しな
がら防火への意識を新たにしました。

東和
　秋の交通安全キャンペーン「サンライズ作戦」（登米地区
交通安全協会、南三陸地区交通安全協会主催）が11月7日、
道の駅三滝堂で開かれました。
　キャンペーンでは、登米市や南三陸町などの関係者70人
が、交通安全を呼び掛けました。道の駅を訪れたドライバー
は、啓発チラシ、登米市産ササニシキや南三陸地区交通安全
協会女性部のメンバーが交通安全の願いを込めて手作りし
たタコのマスコットを受け取り、安全運転を誓いました。

中田

TOWNS TOPICS

　「中田の物産展」（中田町都市農村交流促進協議会主催、佐
藤芳

よし

之
ゆき

会長）が11月10、17の両日、神奈川県横浜市と東京
都葛飾区でそれぞれ開かれました。
　物産展は、都市と農村の交流促進を目的に、各開催地の地
域行事と合わせて毎年開催しています。中田町産の新鮮な
野菜やリンゴ、油麩

ふ

など、どれも大好評で、あっという間に完
売。会場では「油麩入りはっと汁」も振る舞われ、来場者は登
米市の郷土料理に舌鼓を打っていました。
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豊里
　「第２回ひよこライダーズカップ」（豊里コミュニティ推
進協議会豊里地域づくり部会主催、佐々木伸

のぶ

雄
お

部会長）は
11月23日、豊里公民館駐車場で開かれ、２から６歳までの
未就学児19人のひよこライダーが力走しました。
　レースは、会場に設置された140㍍の特設コースを、足で
蹴って進む「ランニングバイク」に乗って年齢別に競いまし
た。ひよこライダーたちは、家族からの大声援の中、懸命に地
面を蹴りながら、元気いっぱいにコースを駆け抜けました。

石越
　「まるごといしこしまつり」（同実行委員会主催、工藤貞

さだ

夫
お

実行委員長）は11月２、３の両日、石越総合運動公園、石越
公民館、石越体育センターで開かれ、約２千人が来場しまし
た。
　まつりのメインである３日には、石越小・中学生による
吹奏楽演奏、盆栽や手芸、写真などを展示する秋の展示会、
チャリティーバザーなど、地域住民によるイベントが多く
催され、会場はにぎわいを見せていました。

津山
　津山地区の「交通死亡事故抑止功労表彰式」は11月21
日、津山総合支所会議室で開かれ、登米市交通安全対策協議
会と登米警察署から津山地域振興会（堀田耕

こう

平
へい

会長）に褒状
が授与されました。
　同地区は、2008年12月から交通死亡事故ゼロを継続
し、19年11月20日で４千日を達成。受賞者挨拶で堀田会
長は「これからも地域の皆さんとともに記録を更新してい
きたい」と抱負を述べました。

米山
　「第27回扇状地マラソンinにゅうぜん」（富山県入善町主
催）は11月17日、富山県入善町で開かれ、米山町内の小中
学生と西郷小学校の児童・生徒16人が参加しました。
　マラソン大会には、姉妹都市交流事業の一環として毎年
参加。小学生が３㌔㍍、中学生が５㌔㍍の部に出場し、全員
完走しました。翌日は、入善町立飯野小学校を訪問。全校児
童からおもてなしを受けたほか、体を使ったゲームなどで
交流しながら絆を強めました。

南方
　「作って遊ぼう」（青少年のための登米市民会議南方支部
主催、鈴木正

まさ

俊
とし

会長）は11月16日、南方農村環境改善セン
ターで開かれ、南方地区の園児・児童および保護者が参加し
ました。
　作って遊ぼうは、身近にある材料を利用して、自分の手で
遊び道具などを作り、物作りを通して好奇心を高めること
が目的。参加者は、松ぼっくりのクリスマスツリーやバルー
ンアートなどを作り、物作りの楽しさを体験しました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

１月５日（日）～18日（土）
午前９時～午後５時　
登米図書館

※福袋が無くなり次第終了
幼児向け、小学生向け、一般向けごとに、

おすすめの本をテーマ別に詰め合わせた「福袋」を貸
し出します

１月18日（土）
午後１時30分～２時30分 
登米公民館　談話室

お気に入りの本を長く手元に残すために、図
書館の本のようにカバーを掛けます

文庫、新書、ハードカバーの本いずれか1冊
10人（先着順／予約申込制）

登米図書館に直接または電話で申し込み
ください。定員になり次第締め切ります
※小学生以下は保護者と一緒に参加してください

登米図書館　☎0220（52）5330　
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　170㌢でＡ型です。
　迫町の錦保育園で働いていて、２

歳児を担当しています。子どもが好きで、高
校の時に保育園や幼稚園で仕事がしたいと
思い、大学で児童教育を学び、保育士の資格
を取りました。普段から、どうしたら子ども
たちが楽しく過ごせるかを考えて働いてい
ます。子どもたちに何かあればすぐ対応でき
るように、常に様子を気に掛けるようにして
います。みんなから信頼され、一緒にいて楽
しいと思ってもらえる保育士になりたいで
すね。

　元気で明るい性格だと思い
ます。周りの人からも言われますし、子ども
たちからも、いつも笑顔だねって言われます。
この性格のおかげか、子どもたちがいっぱい
話し掛けてくれるので、うれしくなりますね。

野球です。小学３年の時に始めて、
大学まで野球部でした。今も野球チームに所
属してプレーしています。

春から秋までは野球をしていま
すが、今の時期は温泉に行くことが多いです
ね。温泉が好きで、岩手県一関市にある桃の
湯によく行きます。

スノーボードで
すね。大学の時までしていましたが、卒業し
てから4年間していないので、機会があれば
またやりたいです。

私は落ち着きがないので、
落ち着いていて趣味が合う人がいいですね。

　田んぼや畑がある
風景が好きです。自然が多いので、子どもた
ちにもいい環境だと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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2018年４月16日生まれ
豊里町・下町　清典さんの長男

くん（１歳）

いつもにっこり笑顔でみんなに元気
をくれます。たくさん食べてたくさ
ん遊んで、すくすく大きくなってね。

Monthly Hot Communication

Child

くん（３歳） ちゃん（１歳）

2016年３月21日生まれ
南方町・北本郷　明彦さんの長男
最近はブロック遊びに夢中です。いつ
もパパやママ、ばぁばを笑顔にしてく
れてありがとう。大好きだよ。

2018年２月22日生まれ
石越町・第七　翔汰さんの長女
これからもニコニコの笑顔をたくさ
んの人に見せてね。ずっとパパとマ
マの宝物です。

おすしで家族を笑顔に
　ぼくの将来の夢は、おすし屋さんになる
ことです。なぜかというと、ぼくはおすしが
大好きで、その大好きなおすしを大好きな
家族にたくさん食べさせてあげたいからで
す。そして、家族を笑顔にすることがぼくの
将来の夢です。
　ぼくは、家で何度か料理の手伝いをした
ことがあります。コロッケを作ったときは
大変でしたが、作り終わって食べてみると、
とてもおいしかったのを覚えています。あ
のときのように、みんなに「おいしい」と
思ってもらえるおすしを握りたいです。
　夢をかなえるために、来年から始まる家
庭科の勉強を頑張りたいです。それだけで
なく、来年のクラブ活動は家庭科クラブに
入って料理をうまく作れるようになりたい
です。
　そして、将来は自分のおすし屋さんのお
店を開き、家族をお店に招待して笑顔にし
たいです。
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お
見
合
い
だ
っ
た
ね
。初

め
て
会
っ
た
と
き
は
恥
ず
が
し
く

て
し
ゃ
べ
れ
ね
が
っ
た
。

あ
ん
ま
り
話
さ
な
い
が
ら
、

こ
っ
ち
か
ら
話
し
掛
け
だ
の
。

初
め
て
会
っ
て
か
ら
１
年

く
ら
い
手
紙
を
交
換
し
て
、プ
ロ

ポ
ー
ズ
も
手
紙
だ
っ
た
。

農
作
業
が
予
想
以
上
に
大

変
で
、実
家
に
帰
ろ
う
と
し
た
こ

ど
も
あ
っ
た
け
ど
止
め
ら
れ
だ
の
。

止
め
ら
れ
な
が
っ
た
ら
出
で
行
っ

て
だ
ね（
笑
）。

働
き
者
。何
か
頼
む
ど
す

ぐ
に
や
っ
か
ら
助
か
ん
だ
で
ば
。

「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
53
年
に
な

り
ま
す
。53
年
前
の
昭
和
30
年
代

は
、夏
の
最
高
気
温
が
32
度
か
ら

33
度
、冬
は
雪
が
20
㌢
か
ら
30
㌢

積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
笠
宮
妃
殿
下
に
、落
成
直
後

の
母
子
セ
ン
タ
ー
に
ご
来
訪
い
た

だ
い
た
際
は
、小
中
学
生
や
大
勢

の
町
の
人
た
ち
が
日
の
丸
の
旗
を

振
っ
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。ま
た
、

浪
曲
師
の
村
田
英ひ

で

雄お

さ
ん
が
、中

学
校
の
体
育
館
で
浪
曲
を
披
露
し

た
の
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
二
つ
あ

り
ま
す
。平
成
９
年
に
24
年
間
勤

め
た
新
宿
の
デ
パ
ー
ト
を
退
職
し

た
と
き
、お
盆
に
帰
省
し
ま
し
た
。

お
盆
に
帰
る
と
き
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
、亡
く
な
っ
た
先
祖
の
霊
が
、迷

わ
ず
家
族
の
元
に
帰
れ
る
よ
う
に

Monthly Hot Communication

One's Home

と
に
か
く
真
面
目
。誠
実

な
人
だ
ど
思
う
よ
。

け
ん
か
し
た
記
憶
は
な
い

ね
。手
頃
な
温
泉
宿
を
探
し
て
、よ

く
連
れ
で
行
ぐ
ん
だ
。

【

二
人
と
も
旅
行
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
好
き
な
ん
だ
げ
ど
、楽

し
い
と
思
う
こ
と
が
同
じ
だ
か
ら

け
ん
か
し
な
い
の
か
も
ね
。

★

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
ね
。仲

間
と
一
緒
に
す
ん
の
が
好
ぎ
な
の
。

10
年
以
上
前
だ
け
ど
、お

父
さ
ん
の
運
転
で
和
歌
山
県
の
高

野
山
の
お
寺
に
泊
ま
っ
た
の
。厳お

ご
そ

か
な
雰
囲
気
に
感
動
し
て
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
ね
。

楽
し
い
こ
と
が
同
じ
だ
か
ら
け
ん
か
し
な
い

た
く「
迎
え
火
」、お
盆
に
家
族
と

一
緒
に
過
ご
し
た
霊
を
、現
世
か

ら
彼
岸
に
送
る
と
き
に
た
く「
送

り
火
」で
す
。と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、車
が
通
る
た

び
に
灰
が
舞
い
上
が
る
の
で
や
め

た
と
聞
き
ま
し
た
。町
の
発
展
に

伴
い
消
え
て
ゆ
く
の
は
や
む
を
得

な
い
で
す
が
、寂
し
く
感
じ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、昭
和
39
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。当
時
は

古
川
市（
現
・
大
崎
市
）の
高
校
に

通
っ
て
お
り
、１
年
生
で
し
た
。聖

火
ラ
ン
ナ
ー
が
古
川
市
を
通
る
と

き
は
、市
内
の
幼
稚
園
児
、小
中
高

生
や
大
勢
の
市
民
が
国
道
４
号
線

の
沿
道
に
並
び
、拍
手
と
歓
声
で

ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
ま
し
た
。伴
走

者
に
は
、市
内
の
高
校
生
も
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
会
式
は
土
曜
日
の
午
後
で
し

た
。小
牛
田
駅
に
設
置
さ
れ
て
い

た
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
前
は
、大
勢

の
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。選
手
団
の
入
場
の
後
、聖
火

台
へ
点
火
さ
れ
、澄
み
切
っ
た
青

空
に
、航
空
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
が
カ
ラ
ー
ス
モ
ー
ク
で

五
輪
の
マ
ー
ク
を
描
い
た
の
を
、

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
で
見
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、道
の
駅
み
な
み
か
た

「
も
っ
こ
り
の
里
」の
中
津
川
英ひ

で

雄お

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

道
の
駅
み
な
み
か
た
で
は
、年

間
を
通
し
て
新
鮮
な
野
菜
を
中
心

に
、丹
精
込
め
て
手
作
り
し
た
加

工
食
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。野
菜
の
中
で
も
、特
に
人
気
が

あ
る
の
が
ニ
ラ
。南
方
町
の
ニ
ラ

は「
も
っ
こ
り
ニ
ラ
」の
愛
称
で
知

ら
れ
、肉
厚
で
や
わ
ら
か
く
、甘
み

が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、今
の
時
期
は
干
し
柿
が

人
気
で
す
。最
近
は
軒
先
で
干
し

柿
を
作
る
風
景
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、も
っ
ち
り
し
た
食

感
で
甘
み
が
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
す
。餅
も
根
強
い
人
気

が
あ
り
、つ
き
た
て
の
餅
が
味
わ

え
ま
す
。予
約
が
あ
れ
ば
、祝
い
餅

や
供
養
餅
も
作
り
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
野
の
花
で
は
、10

月
か
ら
ポ
イ
ン
ト
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。お
食
事
千
円
ご
と
に
１

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、10
ポ
イ
ン
ト

た
ま
る
と
お
食
事
が
１
回
無
料
に

な
り
ま
す
。地
元
食
材
を
使
っ
た

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
み
な
み
か

た「
も
っ
こ
り
の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１

●
２
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、１
月
６
日（
月
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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30
分

登
米
懐
古
館

▼
大
人
＝
４
０
０
円
▼

高
校
生
３
０
０
円
▼
小
中
学
生
＝

２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

ミ
ニ
企
画
展「
む
か
し
ば
な
し

の
古
い
道
具
」を
開
催
し
ま
す
。絵

巻
や
絵
本
で
も
親
し
ま
れ
、一
寸

法
師
や
浦
島
太
郎
な
ど
で
お
な
じ

み
の「
お
伽と

ぎ

草ぞ
う

紙し

」を
題
材
に
、物

語
に
登
場
す
る
古
い
道
具
の
使
い

方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

１
月
15
日（
水
）〜
２

月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
／
毎
週
月
曜（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）休
館

市
歴
史
博
物
館

無
料

登
米
伊
達
家
十
四
代
寧や

す

裕ひ
ろ

氏
が

収
集
し
た
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
公
開
し
ま
す
。美
人
画
や
歌
舞

伎
の
場
面
を
中
心
と
し
た
資
料
を

展
示
す
る
ほ
か
、そ
れ
ら
に
描
か

れ
て
い
る
時
代
の
か
ん
ざ
し
な
ど

の
装
飾
品
も
紹
介
し
ま
す
。浮
世

絵
の
世
界
の
美
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

２
月
８
日（
土
）〜
４
月
19

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

１
月
22
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
40
分

豊
里
公
民
館

市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
、地
域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
活
用
団
体
の
事
例
発
表
、

意
見
交
換
会

小
地
沢
将ま

さ

之ゆ
き

氏

（
宮
城
大
学
事
業
構
想
学
群
准
教

授
）

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

企
画
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症

の
患
者
や
そ
の
家
族
、地
域
の
人

な
ど
が
集
ま
り
、情
報
交
換
し
た

り
、お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り

す
る
場
で
す
。音
楽
の
生
演
奏
を

聴
き
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、誰
で

も
相
談
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
月
15
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

石
越
公
民
館

５
０
０
円

30
人

▼
Ｎ
Ａ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｉ
Ｃ
Ｅ（
担
当
＝
山
本
）

☎
０
９
０（
７
３
２
９
）４
２
７
７

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２　

　

昭
和
20
〜
30
年
代
の
若
者
を
中

心
と
し
た
文
化
活
動
と
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、講
演
会「
さ
ぬ
ま

の
文
化
・
歴
史『
佐
沼
の
文
化
史
を

知
る
』」を
開
催
し
ま
す
。

１
月
26
日（
日
）午
前
10
時

〜（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

迫
公
民
館

※
バ
リ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
本
格
コ
ー
ヒ
ー
と
佐
沼
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
和
菓
子
を
無
料
で

提
供（
数
量
限
定
）迫

公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

２
月
16
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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し
て
い
ま
す
。自
主
防
災
組
織
の

活
性
化
と
、さ
ら
な
る
防
災
力
の

向
上
を
目
的
に
、防
災
指
導
員
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
22
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時
40
分

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

50
人
程
度

県
防
災
指
導
員
認
定
者

無
料１

月
24
日（
金
）ま
で

総
務

部
防
災
課（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍
推

進
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な

ど
に
つ
い
て
、誰
で
も
気
軽
に
基

礎
か
ら
学
べ
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

１
月
31
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

栗
原
市
役
所

講
演（
講
師
＝
竹
下
小さ

百ゆ

合り

氏﹇
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
東
北
﹈ほ
か
）、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど

無
料１

月
22
日
ま
で

同
研

修
会
事
務
局（
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
内
）

☎
０
２
２（
２
２
４
）５
１
５
１

性
＝
３
千
円

１
月
15
日（
水
）午

後
６
時
ま
で

※
イ
ベ
ン
ト
は
、独
身
の
皆
さ
ん

に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
も
の

で
、個
別
に
交
際
・
結
婚
相
手
を
紹

介
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト（
担
当
＝
千
葉
、

伊
藤
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

県
は
、防
災
に
関
す
る
知
識
や

技
能
習
得
の
推
進
と
、地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
高

め
る
た
め
、防
災
指
導
員
を
認
定

〜
大
人
恋 

プ
ラ
ス
１ 

も
う
ひ
と

つ
の
婚
活
〜
』を
開
催
し
ま
す
。

１
月
26
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア（
迫
町
）

▼
１
対
１
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム
▼
ラ
ン
チ
交
流
会

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
／
講
師
＝
小
野
寺
俊し

ゅ
ん

氏﹇
１
級
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能

士
﹈）

40
〜
50
歳
代
の
独
身
男

性
、35
〜
50
歳
代
の
独
身
女
性

男
女
各
10
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、市
内
在
住
ま
た

は
勤
務
者
優
先
。た
だ
し
、女
性
は

そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
男
性
＝
５
千
円
▼
女

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

舞
台
発
表
、作
品
展
示
、大

抽
選
会
な
ど

※
は
っ
と
汁
な
ど
を
無
料
で
提
供

（
数
量
限
定
）

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

市
結
婚
活
動
支
援
事
業『「
Ｎ
ｉ

ｃ
ｅ 

Ｔ
と

め

ｏ
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｙ
ｏ
ｕ
」

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶

▶

▶

▶
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午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
）

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
人

各
講
座
18
人施

設
備
え
付
け

の
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
参
加
者
所
有

の
パ
ソ
コ
ン（
持
参
可
）

受
講
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

千
円
程
度（
講
座
に
よ
り
若
干
変

わ
り
ま
す
）

１
月
７
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午

後
５
時

南
方

住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　

米
作
り
に
つ
い
て
考
え
、体
験

し
て
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト「
登
米
の

お
米 

魅
力
Ｕ
Ｐ
大
作
戦
！
」を
開

催
し
ま
す
。

１
月
25
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
午
前
９

時
か
ら
受
付
）

南
方
公
民
館

市
内
の
中
学
生
30
人
程

度

１
０
０
円

１
月
10
日（
金
）ま

な

び
の
た
ね 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
担
当

＝
千
葉
）

☎
０
２
２（
７
０
７
）０
１
２
２

　

錦
児
童
館
は
、令
和
２
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

小
学
１
〜
６
年
生

錦
学
童
ク
ラ
ブ
30
人
、錦

青
空
学
童
ク
ラ
ブ
30
人

仕
事
な
ど
の
理
由
で

昼
間
保
護
者
が
家
に
い
な
い
家
庭

▼
月
〜
金
曜（
下
校
時

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜（
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時
）▼
長
期
休
業

日（
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

有
料

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

１
日
15
組
程
度

月
〜
金
曜（
午
前
９
時

30
分
〜
）／
水
〜
金
曜
は
手
作
り

お
や
つ
を
提
供

無
料（
お
や
つ
代
＝
月
千

円
程
度
、傷
害
保
険
料
＝
年
間

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊍ ㊎
㊍ ㊎

㊍ ㊎
㊍ ㊎

㊍ ㊎
㊍ ㊎

　▶

　▶

❶ ❷
❸
❹

❺

　☎
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る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た

保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
▼
認
定

農
業
者
な
ど
の
農
業
の
担
い
手
に

は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支

援
）が
あ
り
ま
す農

業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
損
害
を
受
け
た
人
は
、所
得
税

の
軽
減
ま
た
は
免
除
を
受
け
ら
れ

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

８
５
０
円
程
度
の
負
担
有
り
）

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
入
会
申
込
書
に
、必
要
事
項

を
記
入
の
上
１
月
31
日（
金
）ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

錦
児

童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

　　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
の
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

の
納
付
が
必
要
で
す

▼
自
身
の
生
活
設
計

に
合
わ
せ
て
、保
険
料
を
自
由（
月

額
２
万
〜
６
万
７
千
円
）に
決
め

☎ ☎ ☎ ☎

㊏

㊏

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊌
㊍

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。佐
沼
税
務

署
で
は
、令
和
元
年
台
風
第
19
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
に
対

し
、申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま

す
。事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、佐
沼
税
務
署
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

１
月
14
日（
火
）〜
30

日（
木
）

※
２
月
以
降
は
、確
定
申
告
で
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、開
設
期
間

中
に
お
越
し
く
だ
さ
い

佐
沼
税
務
署（
１
階
特
設

会
場
）

予
約
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す

佐
沼

税
務
署
個
人
課
税
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
１
２

　

次
の
業
種
に
該
当
す
る
特
定
最

低
賃
金
が
、令
和
元
年
12
月
15
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

❶
鉄

鋼
業
＝
９
２
３
円
❷
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、電
子
機
械

器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

業
＝
８
６
２
円
❸
自
動
車
小
売
業

＝
８
９
０
円

宮
城
労
働
局
賃
金

室☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
１

下田中53番地8
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さ
い

▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
認

定
審
査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

　

１
月
28
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
適
用
が
２
年
目
以
降
で
、要
介

護
認
定
時
の
主
治
医
意
見
書
に
よ

り
、寝
た
き
り
で
お
む
つ
が
必
要

な
こ
と
を
確
認
で
き
る
人

１
通
３
０
０
円

１
月
６
日（
月
）〜
３

月
16
日（
月
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
土
日
、祝
日
を
除

く
）

本
人
ま
た
は
そ
の
親
族

▼
対
象
者

の
介
護
保
険
被
保
険
者
証
▼
申
請

者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

　

１
月
６
日（
月
）か
ら
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
や
求
人
票
な
ど
が
新

し
く
な
り
ま
す
。

❶
求
人
情
報
を
検
索
、閲
覧
で
き

る「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
対
応

❷「
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」で
は
、

お
気
に
入
り
の
求
人
や
求
人
検
索

条
件
の
保
存
が
可
能
。「
求
人
者
マ

イ
ペ
ー
ジ
」で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

求
人
の
申
し
込
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
の
採
否
連
絡
な
ど
が
可
能

❸
求
人
票
が
一
新
。掲
載
情
報
量

が
増
え
、希
望
す
る
企
業
・
団
体
な

ど
の
情
報
を
深
く
知
る
こ
と
が
可

能
。豊
富
な
情
報
を
元
に
、充
実
し

た
職
業
相
談
・
紹
介
に
よ
る
適
格

な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は

さ
ま（
迫
公
共
職
業
安
定
所
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

年
末
年
始
は
、犯
罪
や
交
通
事

故
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。特
に
、ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
路

上
犯
罪
や
、空
き
巣
な
ど
の
侵
入

窃
盗
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■▼「
な
が
ら
歩
き
」は
し
な
い
▼

バ
ッ
グ
な
ど
は
、道
路
と
反
対
側

に
持
つ
▼
自
転
車
の
前
か
ご
に
防

犯
ネ
ッ
ト
を
付
け
る

■

▼
家

の
周
り
を
見
通
し
よ
く
す
る
▼
留

守
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
な
い
よ

う
に
す
る
▼
防
犯
性
能
の
高
い
建

物
部
品
を
取
り
付
け
る

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

税
申
告
で
使
用
す
る
要
介
護
者

の
障
害
者
控
除
と
、お
む
つ
代
医

療
費
控
除
の
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。

認
定
基
準
日（
令
和
元

年
12
月
31
日
、令
和
元
年
中
に
亡

く
な
ら
れ
た
人
は
死
亡
日
）に
65

歳
以
上
で
、要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人

▼
要
介
護
１
〜
３
＝
障
害
者
控
除

▼
要
介
護
４
、５
＝
特
別
障
害
者

控
除

無
料

　

寝
た
き
り
で
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
、お
む
つ
代
が
医
療

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

　

本
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗

し
、厚
生
労
働
省
、日
本
年
金
機
構

や
市
区
町
村
の
職
員
を
名
乗
り
、

「
給
付
金
の
振
込
口
座
が
使
え
な

い
た
め
、新
し
い
口
座
番
号
、暗
証

番
号
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
て

ほ
し
い
」と
い
う
不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。職
員
か
ら
、口
座
番
号

な
ど
の
個
人
情
報
を
電
話
で
聞
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、不
審

な
電
話
に
は
答
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、最
寄
り
の
年
金
事
務
所
な
ど

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６
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年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
月
23
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

図
書
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

市
教
育
研

究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

１
月
24
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

経
験
豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜（
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
）

（令和元年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,557 9,813 10,381 20,194 （▲21）

登米 1,798 2,288 2,480 4,768 （14）

東和 2,334 3,046 3,127 6,173 （▲21）

中田 5,174 7,664 7,956 15,620 （▲12）

豊里 2,145 3,211 3,256 6,467 （▲12）

米山 2,851 4,442 4,558 9,000 （▲１）

石越 1,568 2,390 2,393 4,783 （▲９）

南方 2,717 4,176 4,361 8,537 （７）

津山 1,148 1,526 1,665 3,191 （▲16）

合計 27,292 38,556 40,177 78,733 （▲71）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

（令和元年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
R1 H30 増減数

人身事故
発生件数 136件 167件 ▲31件

死者数 3人 4人 ▲1人

負傷者数 167人 213人 ▲46人

物損事故
発生件数 1,234件 1,392件 ▲158件

※平成31年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.03 曇り

員
に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

【ドライバーの皆さんへ】
夕暮れ時の交通事故を防止するために
〇早め点灯に努めましょう。
〇夜間走行時は、ライトは上向きが基本です。状況に応じて
こまめにライトを切り替えましょう。
〇夕暮れ時は、周囲が見えにくくなるので、スピードを抑え、
横断歩行者などの早期発見に努めましょう。
〇横断歩行者を「最優先」に、やさしさといたわりのある思
いやり運転を励行しましょう。

㊋、 ㊋
㊋

㊋、 ㊋
㊋

㊋、 ㊋
㊋

㊋

㊋

㊍

㊋

㊋

㊋
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信頼積み上げ 信頼積み上げ 
　　　　ブランド確立へ　　　　ブランド確立へ

川口ファーム
川口公

こう

司
し

会長によって南方町一ノ曲
に創設。創設後、60年以上肥育経営
を続ける。現在は川口敬

けい

司
し

社長、川口
公
こう

輝
き

専務と５人の従業員で約700 頭
を肥育。2014年「第16回全農肉牛共
励会」名誉賞、17年「全国肉用牛枝肉
共励会」最優秀賞を受賞するなど、数
多くの質の高い牛を出品。

Zoom Up Tome 2020Zoom Up Tome 2020
CompanyCompany
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国
内
最
大
規
模
の
全
国
肉
用

牛
枝
肉
共
励
会（
東
京
食
肉

市
場
協
会
、東
京
食
肉
市
場
共
催
）

は
10
月
29
日
か
ら
11
月
１
日
ま

で
、東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉

市
場
で
開
か
れ
、川
口
フ
ァ
ー
ム

の
出
品
牛
が
最
高
位
の
名
誉
賞
に

輝
い
た
。出
品
牛
の
枝
肉
は
、１
㌔

㌘
単
価
２
万
７
０
０
１
円
で
総
額

１
６
２
８
万
１
６
０
３
円
。全
国

肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
史
上
最
高
価

格
で
競
り
落
と
さ
れ
た
。

　

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
は
今

年
で
59
回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ

る
大
会
。27
都
道
県
か
ら
乳
用
去

勢
・
交
雑
去
勢
74
頭
、和
牛
去
勢

２
６
２
頭
、和
牛
雌
１
６
４
頭
の

合
計
５
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

川
口
フ
ァ
ー
ム
が
名
誉
賞
を
受
賞

し
た
和
牛
去
勢
の
部
は
、枝
肉
共

励
会
に
と
っ
て
出
品
数
が
最
も
多

い
花
形
の
部
門
だ
。名
誉
賞
牛
は

枝
肉
重
量
６
０
３
㌔
、ロ
ー
ス
し

ん
面
積
１
１
８
平
方
㌢
、バ
ラ
の

厚
さ
９
・
０
㌢
を
記
録
。「
全
体
の

肉
付
き
が
素
晴
ら
し
く
、肉
質
、光

沢
も
申
し
分
な
い
。無
駄
が
な
く

て
名
誉
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
枝
肉
」

と
評
さ
れ
た
。

審
査
は
、表
彰
式
当
日
の
朝
に

行
わ
れ
る
た
め
、受
賞
者
自

身
も
直
前
ま
で
審
査
結
果
は
分
か

ら
な
い
。表
彰
式
当
日
の
午
前
10

時
頃
、東
京
の
ホ
テ
ル
で
会
場
に

行
く
準
備
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

た
川
口
フ
ァ
ー
ム
専
務
取
締
役
の

川
口
公こ

う

輝き

氏
の
元
へ
、名
誉
賞
受

賞
の
一
報
が
届
く
。青
天
の
霹
靂

―
。「
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、慌
て
て
着
替
え
、表
彰
式
に
向

け
て
準
備
し
た
。今
回
出
品
し
た

牛
は
、筋
肉
質
で
型
が
良
か
っ
た

の
で
、い
い
と
こ
ろ
ま
で
は
い
け

る
か
な
と
思
っ
た
が
、ま
さ
か
名

誉
賞
と
は
」と
、驚
き
の
表
情
で
表

彰
式
当
日
の
様
子
を
振
り
返
る
。

川
口
フ
ァ
ー
ム
は
、川
口
専
務

の
父
、川
口
公こ

う

司し

取
締
役
会

長
が
創
業
し
、60
年
以
上
の
歴
史

を
刻
む
。現
在
は
約
７
０
０
頭
の

牛
を
肥
育
し
、毎
月
30
頭
以
上
を

出
荷
。川
口
会
長
が
創
業
以
来
、最

も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、牛

一
頭
一
頭
の
観
察
を
怠
ら
な
い
こ

と
。牛
舎
の
清
掃
や
餌
を
与
え
る

時
間
は
、耳
が
下
が
っ
て
い
な
い

か
、鼻
が
乾
い
て
い
な
い
か
な
ど
、

牛
の
体
調
を
細
か
く
読
み
取
る
大

切
な
時
間
で
も
あ
る
。

　
「
牛
一
頭
一
頭
は
日
に
よ
っ
て

違
う
表
情
を
見
せ
る
。牛
の
表
情

や
様
子
か
ら
体
調
を
読
み
取
る
観

察
力
こ
そ
が
、生
き
物
を
扱
う
畜

産
業
で
は
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
」と
川
口
会
長
。繁
殖

農
家
か
ら
子
牛
を
仕
入
れ
る
際

も
、血
統
は
も
ち
ろ
ん
、胴
体
や
首

の
長
さ
ま
で
観
察
し
、病
気
に
な

り
づ
ら
く
、脂
が
乗
り
す
ぎ
て
い

な
い
牛
を
見
極
め
て
仕
入
れ
て
い

る
。

　

現
在
、従
業
員
が
徹
底
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、牛
が
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
環
境
を
作
る

こ
と
。餌
が
足
り
な
か
っ
た
り
、水

や
牛
舎
が
汚
れ
て
い
た
り
す
る
と

牛
に
ス
ト
レ
ス
が
掛
か
り
、品
質

が
良
く
大
き
い
牛
に
は
育
た
な

い
。で
き
る
限
り
小
ま
め
に
餌
を

や
り
、掃
除
す
る
こ
と
で
、牛
が
よ

く
食
べ
、よ
く
眠
れ
る
環
境
を
整

え
る
よ
う
気
を
配
っ
て
い
る
。

仙
台
牛
の
産
地
の
中
で
、最
も

多
く
の
生
産
割
合
を
占
め

る
登
米
市
。そ
の
一
翼
を
担
う
川

口
フ
ァ
ー
ム
を
支
え
る
の
は
、生

産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
信
頼
関

係
だ
。目
利
き
し
た
質
の
高
そ
う

な
子
牛
を
仕
入
れ
、品
質
の
良
い

牛
を
育
て
る
こ
と
に
精
を
出
す
。

良
い
牛
を
出
品
し
続
け
る
こ
と

で
、生
産
者
で
あ
る
川
口
フ
ァ
ー

ム
が
信
頼
さ
れ
、そ
の
牛
肉
を
取

り
扱
う
加
工
業
者
や
飲
食
店
が
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
。

　

川
口
専
務
は「
畜
産
業
は
信
頼

関
係
の
連
鎖
で
成
り
立
っ
て
い

る
。今
回
の
受
賞
も
川
口
フ
ァ
ー

ム
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
お

か
げ
。こ
れ
か
ら
も
良
い
牛
を
出

荷
し
続
け
て
信
頼
を
積
み
上
げ
、

仙
台
牛
の
銘
柄
を
よ
り
よ
い
も
の

へ
と
確
立
し
て
い
き
た
い
」と
、こ

れ
か
ら
の
登
米
市
産
仙
台
牛
の
発

展
を
見
据
え
る
。

名誉賞を受賞した川口名誉賞を受賞した川口
ファームの出品牛ファームの出品牛



編

集

後

記

▼
11
月
に
広
報
の
研
修
へ
参

加
。他
市
町
村
か
ら
の
参
加
者

も
多
く
、同
じ
広
報
担
当
者
の

目
線
か
ら
広
報
紙
の
内
容
や
掲

載
方
法
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
に
生
か
し
、よ
り
よ
い「
広
報

と
め
」を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
２
０
１
９
年
の
流
行
語
大

賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
Ｏワ

ン
Ｎ
Ｅ 

Ｔチ

ー

ム

Ｅ
Ａ
Ｍ
」。日
本
代
表
の
姿
を

見
て
、チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
る

た
め
に
は
、そ
こ
に
い
く
ま
で

の
過
程
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。20
年
は
40
歳
に
な
る
節
目

の
年
。チ
ー
ム
力
を
意
識
し
て

仕
事
に
励
み
ま
す
。（
高
橋
）

▼
最
近
話
題
に
な
っ
た「
人
生

会
議
」。自
分
の
望
む
医
療
な
ど

を
信
頼
す
る
人
と
話
し
合
う
こ

と
が
、も
し
も
の
と
き
の
思
い

を
伝
え
る
手
段
と
な
り
、大
切

な
人
の
心
の
負
担
を
軽
く
す
る

も
の
に
な
り
ま
す
。人
生
会
議

は「
死
」で
は
な
く「
生
」を
考
え

る
も
の
。お
正
月
な
ど
家
族
が

集
ま
る
一
年
の
節
目
に
ぜ
ひ
人

生
会
議
を
。（
小
野
寺
）

　「一世に一度しか開かれない大
だい

嘗
じょう

祭
さい

で、天皇陛
下に供納できるとは想像もしていなかった。とて
も名誉なことなので、光栄に思う」と驚きの表情を
見せる猪股さん。
　皇位継承に伴う皇室の伝統行事「大嘗祭」は11
月14、15の両日、皇居東御苑に作られた大嘗宮で
開かれ、猪股さんが生産したリンゴが供納された。
猪股さんの農園がある上沼地区は 、リンゴの産地
として有名。30年前の平成の大嘗祭でも、同地区
の小野寺果樹園から供納された。
　猪股さんがリンゴの栽培を始めたのは、叔父で
ある後藤隆

りゅう

太
た

郎
ろう

さんが営む後藤りんご園の後継
者がいなかったのがきっかけ。「子どもの頃から慣
れ親しんだ農園がなくなるのは寂しい」と、それま

で勤めていた会社を辞めて就農した。品種の持つ
特徴を生かすことを心掛け、隆太郎さんの指導を
受けながら二人三脚で栽培。これまで２度、農林水
産大臣賞を受賞するなど、質の高いリンゴの栽培
技術が評価され、供納者に選ばれた。「登米市は良
質なリンゴが多い。今回のことで産地の認知度が
上がってほしい」と地域の活性化を願う。
　「この農園は曽祖父の代から、約100 年の歴史
がある。自然災害で大きな被害を受けることもあ
るが、ここのリンゴを待っている人がいてくれる
から頑張れる。先代が築き上げてきた味を引き継
ぎ、これからもおいしいリンゴを作り続けたい」。
100 年の伝統を受け継ぎ、さらにその先へ。猪股
さんは今日もリンゴと向き合っている。

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le
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